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工事概要

(1)工事名 銀座線渋谷明治通り工区土木工事

(2)発注者 東京地下鉄株式会社

(3)請負者 東急・清水・鹿島建設工事共同企業体

(4)工期 2014年2月5日～2023年5月15日(9年3ヶ月)

(5)工事価格(税抜） 最終：7,479,978,520

(6)主要工種 作業構台工、軌道受桁架設工、既設高架橋撤去工、

鋼桁架設工、線形切替工、高架橋基礎撤去工 等



© TOKYU CONSTRUCTION

改良後の渋⾕駅

工事概要

①ホーム移設（130m東側・明治通り上へ）
②ホーム形式変更・拡幅（島式12m幅）
③バリアフリー設備整備
（エレベーター・エスカレーター・多機能トイレ設置）
④利便性向上（トイレ設置）
⑤明治通り上橋脚基数削減（7基⇒3基）

改良前の銀座線渋⾕駅改良前の銀座線渋⾕駅
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工事概要
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※ 工事箇所が明治通り直上
※ 銀座線の終電～初電までの夜間作業
※ 作業箇所周辺は東京都内屈指の繁華街

銀座線明治通り工区JVでの職場づくり

こうした環境下において

元請の若手職員・協力会社の
   安全意識の共有・展開が必要

安全衛生活動
   （作業内容、作業手順教育、危険予知等）

を地道に行った

通行車両への安全配慮
⇒ 営業線への安全配慮

数多い歩行者などへの安全配慮
(並行して行う必要あり)
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※ ４段階のリスクアセスメント

① 工事着手前・施工計画作成時
⇒ リスクアセスメント実施結果一覧表（作業所版）
⇒ リスクマネジメント工程表

② 工程進捗に合わせたリスクアセスメントの見直し
⇒ リスクマネジメント工程表

③ 作業手順書にリスクを反映・評価
⇒ 作業手順書

④ 予定外の作業・変更時のリスク評価漏れ防止
⇒ 1シート作業手順書
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※ ４段階のリスクアセスメント
③ 作業手順書にリスクを反映・評価

⇒ 作業手順書
① 工事着手前・施工計画作成時

⇒ リスクアセスメント実施結果一覧表（作業所版）
⇒ リスクマネジメント工程表

① 工事着手前・施工計画作成時
② 工程進捗に合わせたリスクアセスメントの見直し

⇒ リスクマネジメント工程表

(抜 粋)

④ 予定外の作業・変更時のリスク評価漏れ防止
⇒ 1シート作業手順書
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←前月の
指摘・是正

←前月の
振り返り

作業所運営計画・実施書

安 全

環 境

品 質
環境・品質も
同様に実施

該当月の
重点項目を抽出 前月の振り返り、

指摘・是正内容を確認

月間管理計画書（抜粋）

前月の振り返りや指摘事項を反映し、
協力会社・元請それぞれで、
次月のチェックポイントを選定する

安全目標・重点項目
・実施計画を立案

・年度毎に振り返り
作業所運営実施書を見直し修正

・竣工時に
作業所運営実施書を作成
工事全体の振り返りを実施

※工事全体の
ＰＤＣＡサイクルを回す

Ｐ

D
C

A

・前月の結果を、
次月に反映させ、
※ 毎月ＣＡを実施する

A

※ 年間安全衛生計画の策定・運用
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【取組１】所長の思いを現場でも伝える工夫
安全宣言 所長自らの安全標語を横断幕掲示
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【取組2】 危険の見える化 （事故防止への注意喚起の明示）

・施工ヤードとしては、
明治通り直上で銀座線が近接している作業構台上や明治通り上での作業帯
が施工ヤードとなり、作業は、重機作業が主となる。

・こうした特殊環境下での危険箇所や注意喚起を意識付ける目的で
明示や養生を行った

作業構台上
明治通りへの資材落下防止の注意喚起

銀座線桁下横断通路の突起箇所養生

明治通り作業帯（銀座線桁下）
ｸﾚｰﾝ過巻･監視員・挟まれ防止を明示
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【取組3】安全意識高揚（危険予防対策演習）

説明図と説明文から
危険のポイント

「～なので～になる」
その対策

「私（私達）はこうする
（～を～して～しよう） 」

で箇条書き記述してもらった。

※若手職員の評価を元に
優れた危険のポイントと
その対策の発表と、
記述した人の表彰を行った
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【取組4】安全意識高揚（危険予知活動（KY活動））

※KY活動の具体的方法の提案を作成

① TBMで実施
② １人ＫＹを実施
③ 現地KYの実施

・作業箇所に分かれて班ごと
・現地で確認しながら
・クレーンや重機のｵﾍﾟ、重機監視員も参加

現地ＫＹ、１人ＫＹの実施､具体的方法についての提案 （一部抜粋）

現地ＫＹ実施状況
安全衛生ミーティング日報・現地ＫＹシート 実施例

１人ＫＹ 実施例
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【取組5】ヒヤリハット情報の収集・活用

・ヒヤリハット事例の収集や活用は現場の危険を未然に防ぐことを期待

・元請対策欄を設けたヒヤリハット記入カードを作成
・必要に応じて元請対策欄に対応を記入することで、

現場の危険箇所の早期洗い出しとともに、安全への改善活動につながった
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【取組6】協力会社の他現場の事故情報の共有
事故情報の共有
・社内速報や発注者からの事故情報 （夜礼・災害防止協議会で伝達）

⇒効果：事故再発防止対策の知識蓄積、注意喚起）

・当JVでの追加試み 各協力会社からの事故事例を紹介 （災害防止協力会にて）
⇒効果：自分たちの作業の危険のポイントの深度化を図れた。

各協力会社から紹介された事故事例の一部
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【取組７】協力会社の現場代理人による特別教育の実施

協力会社の現場代理人による特別教育の実施

フルハーネス型安全帯 特別教育 受講名簿(一部) 丸ノコ等取扱作業従事者 特別教育 受講名簿
（講師： 氏）

丸ノコ等取扱作業従事者 特別教育実施状況

施工体制台帳（抜粋）
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工事名 銀座線渋谷駅明治通り工区土木工事

請負者 東急・清水・鹿島建設工事共同企業体

工期 平成２６（2014)年２月５日
～令和５(2023)年５月１５日 (9年3ヶ月)

延労働者数 ８６，４１７ 人
延労働時間 ６３６，３３６ 時間

⇒無災害で竣工
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